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日本 には、31種(前 田、1983)あ るいは40種

(吉行、1990)の コウモリ類が生息すると、研究

者によって意見の一致をみていないが、いずれに

しても、その過半数のコウモリ類は樹洞を利用す

ることが知 られている(前 田、1987)。 しか し、

現在樹洞をもつ大木が生育する林が急速に減 って

おり、樹洞に生息するコウモ リは分布を狭められ、

絶滅の一途をたどっている。
一方、このような樹洞に生息する日本産コウモ

リ類の分布に関する研究は非常に少なく(前 田、

1984)、 生態に関 してはヤマコウモ リについての

Maeda(1974)の 研究 しかない。 このような状

況は大木の存在す る森林がまだ比較的残されてい

るといわれる北海道本島においても同様であり、

前田による大雪山湧駒別、天人峡(Abeeta1.

1971)、 置戸町(太 田他、1973)、 十勝川源流部

(阿部他、1982)、 常呂町(前 田、1989)、 および

吉行 ・遠藤(1972)に よる日高山系における調査

しか報告されていない。斜里町においては、前田

が1970年 に知床五湖と岩尾別川で調査 した結果の

一部が未発表の形で引用されている(大 泰司、

1988)だ けである。

今回は、シマリスとミズナラの森を見守る会の

基金から調査費用の援助を得て、斜里町美咲と岩

尾別の林で樹洞に生息するコウモ リの調査をした

ので、前記の知床五湖と岩尾別川における調査を

含めて報告する。

調査場所、調査期間と時間および方法

斜里町美咲防潮林(図 一1)

1990年8月6日 午後6時30分 ～7日 午前3時30分(晴)

8月7日 午後6時 ～8時(小 雨)

8月9日 午後6時30分 ～9時(晴)

8月10日午後6時30分 ～9時(曇 時々小雨)

斜里町本町町民公園内の林

8月9日 午後6時 半～午後9時(晴)

斜里町幌別の林

8月8日 午後7時 ～8時10分(霧 雨時々曇)

斜里町岩尾別岩尾別川の上(河 口より2km上 流)

8月8日 午後7時 ～9日 午前4時(曇)

1970年8月28日 午後6時 ～29日午前4時30分(晴)

斜里町知床五湖

1970年8月29日 午後6時 ～30日午前4時(快 晴)

調査はコウモリ類が林内で採食のため飛翔する

であろうと思われる場所1な いし4か 所に、カス

ミ網を地上30cmか ら高さ6mま で設置して行なわ

れた。網を設置してある時は常時その場で待機し、

網にかかるコウモリ類の名前、性別、成体か亜成

体かを調べて放逐 した。なお、その際、捕獲時刻

を記録 し、一部の個体には標識をっけた。さらに

分類の資料として必要と認められる個体は許可の

範囲(鳥 獣捕獲許可証第863号)で 標本として保

存 した。成体か亜成体かの区別は、翼を構成する

指骨末端の化骨の程度で行なった。なお、この場

合の亜成体は生後3か 月以内の個体を指す。

また、捕獲された個体のうち、ヒメホオヒゲコ

ウモ リと同定された種は分類学的な問題を含んで

いると思われるが、これたっいては、毎年標本を

増やした後に発表する予定である。この種を含め、

今回は前田(1983)の 検索表に従って分類 した。

図一1調 査場所
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結 果 と考 察

1.網 にか か った コ ウモ リの 種 と個 体 数

表 一1の よ うに、8種 の コ ウモ リが 確 認 で きた 。

こ の うち 、 ウ サ ギ コ ウ モ リ、 チ チ ブ コ ウ モ リ、

ドーベ ン トンコ ウモ リ、 ヒメ ホオ ヒゲ コ ウモ リ、

カ グ ヤ コ ウモ リ、 ホオ ヒゲ コ ウモ リは斜 里 町 か ら

記 録 され て い る(中 川 、1981・1991;前 田 、1985)

が 、 モ モ ジ ロ コ ウモ リと ク ビワ コ ウモ リは本 調 査

で 初 め て 確 認 され た 。 な お 、 この 他 に 、 コテ ン グ

コ ウ モ リが 町 内 で 見 つ け ら れ て い る(中 川 、

1991)が 、 本 調 査 で は捕 獲 で きな か った 。 北 海 道

本 島 で は、 今 まで16種 の コ ウモ リ類 が 記 録 され て

い る(前 田 、1984・1986)が 一 つ の 行 政 単 位 で

9種 もの 多 種 の コ ウモ リ類 が 知 られ た の は道 内 で

は斜 里 が 唯 一 で あ る。

調 査5地 域 の うち 、 美 咲 、 岩 尾 別 、 知 床五 湖 の

3地 域 で コ ウモ リを 捕 獲 で きた が 、種 数 と個 体 数

で、美咲の防潮林が他地域をはるかに越えて多

かった。これは、美咲の林には樹洞がた くさんあ

る大木が多く存在すること、およびえさとなるい

ろいろな昆虫類が恒常的に生息することなどの自

然条件がそろっていることによるものと思われる。
一方、本町の防潮林と幌別の林では、1匹 も捕れ

ず、林内を飛ぶ姿を見ることもなかった。 しかし、

これら両地域に、コウモ リがまった く生息 しない

とは今のところ結論を出すことはできない。網を

設置する場所と季節をかえてもう少 し調査をしな

ければならないが、いずれにしてもこれらの地域

にコウモ リが多数生息するとはいえないだろう。

また、美咲では5種 と最多種のコウモリ類が捕

獲できたが、ウサギコウモ リの捕獲数がもっとも

多く、次いでホオ ヒゲコウモ リ、カグヤコウモリ、

ドーベ ントンコウモ リであり、クビワコウモリは

3匹 と最 もす くなか った。 この結果 か らす る

表一1調 査場所、調査 日別 コウモリ類捕獲結果

調 調
ウサギコウモ リ

ク ビ ワ

コ ウ モ リ コウモ リ

チチブ カ グ ヤ
コ ウモ リ

ドーベン トン

コ ウ モ リ

ホオ ヒゲ
コウモ リ コ ウモ リ

ヒメホオヒケモ モ ジ ロ

査

場
査

A

内訳 内訳 内訳 内訳 内訳
口 合 合 成 合 合 合 合 成 合 成

所 日 成 亜 成 体 成 亜 成 亜 成 亜 成 亜
計 成 亜成体 計 成 計 体 計 成 計 成 計 成 計 体 計 体

体 体 不 明 体 体 体 体 体 体 体 体

1990年

8月6日 2M 5M 1M 6M 3M 1M 1M 4M
～7日 18 5F 2F 2F 3 1F 1F 10 2F 2F 6 1F 1F 8 2F 1F

美 2ex
1咲

防
8月7日 ほ 1F 1 1M

潮 8月9日 3 1M 1 1 1M
林 2F 1F

8月10日 1 1 1M 3 1M

1F 1F 1F

本町町民
公園の森

8月9日

幌別の林 8月8日

1990年 2 1M 1 1M

岩尾別川 8月8日 1F

の
1970年

上 8月27日 3 3M
～28日

1970年

知床五湖 8月29日 1 1M
～30日

合 計 22 3 1 11 8 13 2 4

M:オ ス,F:メ ス
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と、ウサギコウモ リがこの森の中では最 も個体数

が多 く思えるが、もう少し網の設置場所と季節を

かえて調査を行ない、資料を増やしてから最終結

論をだしたい。かってここで記録のあった(中 川、

1991)コ テングコウモ リが今回の調査で確認でき

なかったが、個体数が多 くない、あるいは網設置

地点以外でこの季節には採食 していたなどの理由

が考えられる。

なお、捕獲 したコウモ リ類のうち、岩尾別川上

でのモモジロコウモリは常に洞穴を隠れ家とする

種である。おそらく、海岸の海蝕洞か ら川を遡っ

て採食を行なっているのであろう。

2.繁 殖習性

1990年8月6日 から10日にわたって美咲で60個

体のコウモ リ類を捕獲したが、その うちの51個 体

で成体か亜成体かを調べた。亜成体は27個体と約

半数を占めた。 しか し、これは、この防潮林にお

けるコウモリ類の生息個体数の半分を亜成体が占

あているのではなく、おそらく亜成体は成体に比

べて飛翔が未熟なためにより多 くの割合で網に掛

り、捕獲 されたものであろう。なお、これら亜成

体の全個体は、指骨の化骨程度からすると、やっ

と飛翔が可能になったばか りと思われた。モモジ

ロコウモ リで は生後30日(庫 本、1972)、 生後

25日 から30日(前 田、1976)、 やや大型のヤマコ

ウモ リで は生後40日 から45日(Maeda、1972)

で幼獣が飛翔を始める。従 って、いずれのコウモ

リ類 も6月 末から7月 初めにかけて出生 したもの

と推定される。

3.採 食時間

一晩中調査を行なった時の捕獲時間別の捕獲結

果を表一2に 示 した。これによると、ホオヒゲコ

ウモ リ、ヒメホオヒゲコウモ リ、モモジロコウモ

リ、チチブコウモリは日没後2時 間から2時 間半

の間にすべて、あるいはほとんどすべてが捕獲さ

れた。これに対 して、カグヤコウモ リと ドーベン

トンコウモ リは日没から深夜まであまりかたより

がな く採集された。また、ウサギコウモ リは日没

後が多いが、日の出前まで一晩中捕獲された。 し

か し、この結果はほんの断片的な資料であり、一

般化することはできないだろう。前田(1974)は

ヤマコウモ リで季節、天候、性によって採食時間

が異なることを観察している。従 って、今後資料

を増や し、それ らのこと、さらに場所、年齢、繁

殖状態、同所的に生息する他のコウモリ種なども

含めて比較考察するつもりである。

4.標 識調査

移動、寿命、年齢別の行動、隠れ家でコロニー

が見っかった時の個体群構成などを調べるために

以下のように、捕獲コウモ リに標識放逐 した。こ

こに記 した標識番号を もったコウモ リを捕獲され

た人はぜひ知床博物館に御一一報下さい。

ウサ ギ コ ウモ リ 合 計17個 体

1990年8月6日

成 体 雌(MAA11、33、40、97)

幼 体 雄(MAA20)雌(MAA35)

成 幼 体 不 明 雄(MAA37、49、67、74、78)

雌(MAA62)

性 成 幼 体 不 明(MAA44、47、 番号 記 録 もれ)

1990年8月9日

成 体 雄(MAA92)

表一2捕 獲時間別のコウモ リ捕獲結果

美 咲 防 潮 林 岩尾別川の上 知床五湖

モ モ ジ ロ コ ウモ リ チ チ ブ
コウモ リ

ウ サ ギ
コウモ リ

カ グ ヤ
コウモ リ

ホオ ヒゲ
コウモ リ

ドーベントン

コ ウ モ リ

ヒメホオヒゲ

コ ウ モ リ 1990年 1970年

日 没
～午後9時 半 8 3 7 2 2 1 3 1

午後9時 半
～午後11時 半 4 4 0 3 0 0 0 0

午後11時 半
～午前1時 半 4 3 1 1 0 0 0 0

午前1時 半
～午前3時 半 2 0 0 0 0 0 0 0

一57一



知床博物館研究報告 ・第12集 ・1991

1990年8月10日

幼 体 雌(MAA85)

ホ オ ヒゲ コ ウモ リ 合 計4個 体

1990年8月6日

幼 体 雄(MAA33、72、73、89)
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